










Good News と Bad News があったからである。 
 まず、Bad News から振り返ってみると、これは STAP 細胞にまつわる事件である。理研
の最終報告書を読むと、いかにずさんな研究であったのかがよくわかる。特に存在しない
データを用いて論文を書いているところなど、信じられない話である。O 氏の博士論文の















日本人 3 名が受賞したことは、同じ日本人として大変嬉しい Good News であった。今後の
ノーベル物理学賞も、人類の永続的存在を可能にする発明に対しても贈られることを期待
すると共に、そのような研究が増えることを希望する。 
 
  
